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和文要旨

本研究では、両価的な感間の表出とその知党判断の1具l辿竹について検討を行った。尖験 1では、感栢価の異な

る2つの址本表情図形から、各パーツの組み合わせによって、両価的であると考えられる 4種類の両価表情図形

を作成し、その感楕表現の程度について評価を行った。その結果、 「うれしさ」の評価では、両価的な表梢図形は、

快ー不快をぷす 2つの基本表梢の間に付岡し、快と不快の中間的性質であることが示され、また 「疑間」の評価

では、左右の非対称性が疑間の表出と閲辿が深いことが叩らかとなった。次に実験 2では、頻以外の感＇情表現メ

ディアとしてサウンドを取り卜.げ、実験 lで川いた頻図形とサウンドによる感惜表現の合致（マッチング）の程

度について検討を行った。本実験では、サウンドにおける感店表出の要桑として和音を取り 1一．げた。その結果、長

：．和音は 「うれしさ」をホす表梢図形、陪＝和音は 「疑間」を示す表桔図形と関連していることが明らかとなり、

また短三和音は不快や 「悲しみ」をホす表帖図形と、減三和音は不快や「疑問」を示す表情図形と関辿することが

示唆された。
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1. はじめに

頻がもつノンバーバル情報において、感情表出

とその知覚における法則性については、最もよ

く研究されているものの 1つとして挙げられる。

しかしながら、先行研究の大部分では、いわゆ

る基本 6感梢（驚き、恐怖、嫌悪、怒り、密び、

悲しみ）をはじめとして、 単一の感情についての

表出一知覚ルールに焦点を当てる傾向にあり、例

えば「苦笑い」のように、 二つ以上の感清が複合

した表出一知覚ルールについての知見は、未だ十

分であるとは言いがたい。

感情の表出過程において、目や口、 眉など顔の

各部位に関与する筋肉は、ある程度、独立して

機能していることが明らかにされており I1 l、ま
た、顔の左側と右側は、それぞれ異なる大脳半珠

の神経支配を受けていることも明らかにされてい

る[2]。したがって複合的な感情が生起した場合

には、その構成要素となっている甚本感情がそれ

ぞれ顔の各部位に分散された形で表出されると推

測することができる 13|。例えば、日や眉では否

定的感情を表出しているが、口元では微笑むよう

な苫笑いや 14l、顔の左側では怒りを表出してい
るが、右（則では平静を保とうとしているような引

き攣った怒りなどが挙げられる。

本研究では、ポジティブな感情（例えば、快、

喜び、幸福感）とネガティブな感情（不快、悲しみ、

怒り）が同時に表出されるような場合、言い換え

れば、感情次元上において感情価 (valence)の

相反する二つの感情が複合して両価的（アンビバ

レント）に表出されている場合において、知覚者

はどのような印象をともなって評価するのかにつ

いて検討を行う。数多く存在するであろう複合的

な感情表出のうち、本研究において両価的な感情

表出のケースに限定した理由は、感情の複合数が
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両価的な感I’1り表出に対する印象評価0)検，t

贔小限で、かつ感情価の方向性が異なる場合にお

いて、その表出の複合性が最も際立ち、また表出

に対する印象評価もより容易であるだろうと推測

したためである。実験 1では、 2つの基本表情図

形から各パーツの組み合わせによって、感情価の

相反する 4つの両価的な表情図形を作成し、そ

の感情表況に対する印象について評価を行った。

さらに実験 2では、顔以外における感情表出

のメディアとしてサウンドを取り上げ、頻とサウ

ンドにおける両価的な感情表出の関連性について

検討した。サウン ドは、映画やTV番組等におい

てBGMや効果音として幅広く用いられており、

主に物語の主人公の感情状態や状況に応じて生起

する感情を演出する役割を担っている。例えば、

探偵が殺人現場で不審な点を発見するような場而

では、探偵の不審に思う表情とともに緊張感のあ

る増和音のサウンドが用いられるように、顔とサ

ウン ドによる感情表出には一定の関連性があると

考えられる [5]。実験 2では、実験 lで用いた顔

表情図形とサウン ドによる感情表現の合致（マッ

チング）の程度について検討し、頻とサウン ドに

おける感情表出の共通性、特に両価的な感情表出

との関連性について検討した。

2. 先行研究

表情の非対称性とその知覚判断については、大

脳‘ド球の優位性との関連性において古くから指摘

されてきた。まず表出過程では、その強度が頻の

左側において優位であることが、感情表出者の写

貞を左右半分ごとに組合わせた研究（いわゆるキ

メラ図形研究）によって明らかにされており l6|、

その根拠は、顔の左側を支配する右半球が感清の

処理において優位であるためとしている l2]。そ

れに対して、表出された感情の知覚判断において

は、表出者の顔の右但llの情報が優位であることが
実験的に確認されており [7|，［8l、その根拠は、感
情処理が優位である観察者の右半球が、左視野の

情報を重んじる（その結果、表出者の顔の右側の

情報を重んじる）ためであるとしている。

以上の関連研究では、左右非対称的な表情の表

出と知覚に、感情処理が優位である右半球が深く

関与していることを示してはいるが、そこで検討

されているのは単一の星本感情における左右差の

程度であり、相反する感情（ポジティブな感情と

ネガティブな感情）が同時に表出されている両価
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的な表情との関連性については明確にされてこな

かった。

両価的な感情の表出に閾わる神経メカニズムに

ついて、直接的に取り扱った研究は見当たらない

が、神経科学ではポジティブな感情を生起させる

快刺激には ドーパミンシステムが関与するのに対

して、ネガティブな感情を生起させる不快刺激に

は主に扁桃体が関与していることが知られている

191。感情価を処理するこの神経システムの準独
立性は、感情を生起させる対象や状況がポジティ

ブな側面とネガティブな側面を同時に有するよう

な特定の状況下において、両価的な感情状態を成

立させる星盤であると推測される。

二つの相反する感情が両価的に成立しうること

については、初期の心理学においても指摘されて

おり、代表的なものとしては Lewinの葛藤モデ

ルが挙げられる 110]。Lewinは惑情価の異なる 2

つの見木感情（ポジティブとネガティブ）の組合

せによって生じる両価的な感惜状態を、典型的な

葛藤事態として 3種類へと分類し、解決へと至

る生体と環境のダイナミックスについて検討して

きた [l01。

以上のような背景から、軍者らは先行研究11l j 
において、表情における非対称性と両価性の関連

性について検討した。その結果、非対称的な表情

図形は、対称的な表情図形に比較して、 「疑問」

や 「迷い」、 「悩み」や 「頭痛」といった内的特性

と関連することが明らかとなった。しかしながら

先行研究では、 KJ法を用いた自由記述の分類と

いう定性的な手法を用いており、内的特性や感情

との関連性については探索的な検討にとどまって

いた。本研究では、先行研究から得られた結果を

手がかりに、両価的な表情とその印象評価の関連

性について、 一対比較法を用いて定贔的に検討す

ることを目的としている。

3. 実験 1：両価的な表情の印象の検討

3.1. 目的

本研究では、感情価が単ーではっきりとしたポ

ジティブな感情やネガティブな感情ではなく、相

反する二つの感情がそれぞれが混在した両価的な

感情（例えば、苦笑い）に焦点をあて、顔におけ

る複合的な表情表出との関連性について検討を行

なう。



3.2. 方法

3.2.1. 実験参加者

感性情報学関連の講義を受講する大学生 61名

（男性 53名、女性 8名、平均年齢 20.48歳、標

準偏差 0.70歳、）であり、利き手は右利きの者

が 56名、左利きの者が 2名、場合によって両手

を使うと回答した者は 3名であった。

(a)(b) （c) (d) (e) (f) 

臼cc臼R@
PS NP LP RP UP DP 

PS．．基本図形1（ポジティブ）
NP．基本図形2（ネガティブ）
m.ー．臆の左但LJ半分がポジティブ（顔の右但LJ半分がネガティブ）
RP…顔の右俳l半分がポジティブ（顔の左側半分がネガティブ）
UP f,,員の上俳l半分がポジティブ(f,員の下俳l半分がネガティブ）
" g員の下俳l半分がポジティブ（顔の上俳l半分がネガティブ）

図 1. 実験 1で用いた表情図形

3.2.2. 実験刺激

先行研究 lll],[12]で行われた実験刺激の作成

方法を参考にして表情図形を作成した。まず、快・

不快を表す基本感情の表情図形を 2種類作成し

た（図 la,b)。円や楕円、半円や線分といった単

純な図形の組み合わせから表情図形を作成した。

黒目については、外円である白目との位置関係上、

中央に配置すると驚きのような覚醒度の高い表情

となったため内側へと配置し、寄り目の印象とな

らないように両目の配置を定めた。さらに各図形

を上下および左右に分割し、それらの組合せに

よって、両価的な表情図形を 4種作成し、合計 6

種の表情図形を刺激として作成した（図 c-f)。表

情図形は、先行研究による既存のものを用いず（例

えば l13]）、分割による表情の組合せが可能とな
るように改めて作成した。

3.2.3. 質問紙構成および実験手続き

実験は質問紙法によって実施した。まずフェイ

スシートでは回答者のプロフィール（年齢、性別、

利き手）について尋ねた。

次に、シェッフェの一対比較法の変形版（中屋

の変法）を用いて [141、それぞれの表情図形に

ついての印象を測定した。測定項目は「うれしい

感じ」、「疑問に思っている感じ」、「弱々しい感じ」

の 3種と した。項目選択の根拠として、まず「う

れしい感じ」については基本感情であるという理
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由から選択した。次に 「疑問に思っている感じ」

については、 筆者らの先行研究 l1 l]から左右非
対称的な表情との関連性が示唆されたという理由

から選択し、また「弱々しい感じ」については、

同様に両価的な感情の分類に関連する庫庸としてカ

塁性（例 ：強い一弱い、積極的ー消極的など）に

相当する成分 [15]が見出されたという理由から

選択した。

【どちらの方がうれしそうな猛子ですか？】

＼ーノ /―、 非常にこちら

, e 
こちら

、一
/--/ 

ヤやこちら

ややこちら

こちら

非常1：：こちら

図2. 質問紙の例

3種の測定項目ごとに、図 lのaから fの全て

の組合せからなる 15対の表情図形の対について、

測定項目の印象に近い表情図形に丸印をつけるよ

う6段階 (1と6：非常にこちら、 2と5:こちら、

3と4:ややこちら）で評定を求めた。各表情図

形の大きさは縦 5.2cmx横 4.0cmであり、それ

ぞれは上下に配箇されている（図 2)。刺激の提

示順序による効果を相殺するために、ランダムな

刺激系列からなる 4パターンの質問紙を作成し、

それらを 4グループ（それぞれ 16名、 17名、

15名、 13名）へと割り当てた。

3.3. 結果と考察

それぞれの表情図形に対する印象評定の平均値

について図 3に示す。測定項目ごとに分散分析

を行った結果、それぞれの項目について表情図形

の主効果が有意であることが明らかとなった（う

れしさ ：F(5,600) = 712.45. p <.01:疑問： F(5,

600) = 362.67, p <.0 l;弱々しさ： F(5,600) = 

112.93, p <.01)。また、表情図形の主効果と評

定者個人ごとの交互作用も有意であり（うれしさ ：

F(300, 600) = 2.58, p <.0 l ; 局fr口~ : F(300, 600) 



両仙的な感↑，『表出に対する印依評価の検，i、I

= 2. 7 I, p <.0 1;弱々しさ： F(300,600) = 2.35, p 

<.0 l)、さらに表情図形の各組合せ独白の効果（組

合せ効果）についてもそれぞれ有意であること

が分かった（うれしさ： F(lO,600) = 12.57, p < 

.0 l;疑問 ：F(lO,600) = 9.24, p <.01;弱々しさ ：

F(l 0, 600) = 30.33, p <.01)。表情図形の印象評

価に対する個人間の相違や図形の組合せによる印

象の変化について、本研究での検討は割愛する。

以下では、各項目ごとにみられた表間図形の主効

果についてのみ検討する。

次に、それぞれの測定項目ついて、表情図形ご

とに信頼区間（ヤー ドスティックの Y)を算出し、

表情間の評定平均値に対する有意差の検定を行っ

た。結果を図 3に示す。なお図の見やすさを考

慮して、検定結果の表示は、有意差が認められた

最近接の表情間に限定している。以下ではそれぞ

れの測定項日ごとに、表情図形に対する評価につ

いて検討していく 。

3.3.1. うれしさ

まず 「うれしさ」の印象について検討すると、

PS（快） • NP （不快）を両端として、両価的な表

情は全てその間に分布していることが分かった。

全体的な傾向としては、特に単純な快を表す PS

の評定が高く、次いで UP、その他のものは評定

が低いという結果となった。

頻の部位との関連性について検討すると、左眉

（観察者からは右側の眉）がポジティブ感情を示

す図形群 (PS、UP、LP)が上位に来ていること

から、うれしさの表情知覚は左眉の表出が関わっ

ていることが示唆される。

また、左右非対称の組合せである LPとRPに

ついて注目すると、結果から、左側で快の表出が

なされている LPにおいて、より「うれしそう」

な印象で受け取られていることが明らかとなっ

た。この結果は、表情知覚では表出者の右頻（観

察者からは左側）が優位であるとする先行研究

17|，［8lとは正反対の結果となった。

2節でも述べたように、これらの先行研究では、

その議論の根拠を感情処理が優位な右半球による

左視野の神経支配に基づくものとしている。しか

しながら、表出者における実際の感情表出では、

右半球からの直接的な支配によって左頻（観察者

からは右側）が優位であることから、本実験の結

果は表出一知覚ルールとしての整合性があるとも

(a)うれしい
＊ ＊ 

三□□三
II>/\-l-\ >
-1.09 -0 58 -0.39 -0.25 91.86  

©~>©@©©NP RP 院 匡虚陛

(b)疑問
*＊ ＊＊ ＊＊ ＊* ＊* 

| 『―-11 1「―l「_＿＼

1I1] ：/, \>
-0.72 -0.32 0.45 0.78 1-7四ー
c
DP-
:
UP-
c
pS-

＊＊ 

c
NP-
c
LP-
c
RP-(c)弱々しい

** ** ** 

I I I I I I 

1／丁！ロ―¥；；；1
-0.71 -0.64 -0.14 0.33 0.37 0.79 

□ccccc 虚腔院 LP 墜畑

• p <.05、**p<.01

図3.各測定項目対する印象評定結果

捉えられる。以上の結果の相違が、表情刺激（写

真 ・線画）の違いによるものであるのか、文化間

の違いによるものであるのかなどについては今後

明らかにされなければならない。

3.3.2. 疑問

次に 「疑問」の印象について検討すると、左右

で非対称的に表出されている図形 (LP、RP)が「疑

間に思っている」表情として知覚されていること

が明らかとなった。また LPとRPを比較すると、

右半分が快図形である RPの方が、より「疑問に

思っている」という印象を与えていることも明ら

かとなった。基本感情では、快図形である PSの

評定値が低く、最も「疑間に思っている」感じで
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はないと評価されたのに対して、不快図形である

NPは、比較的評定が高かったことから、やや 「疑

間に思っている」感じとして知覚されていること

が分かった。また、上下半分を組み合わせた図形

(UP、DP)の評定は、左右非対称の表情図形と

拮本感情の表情図形の中間に位置していた。

顔の部位による組み合わせと 「疑問」の印象に

ついて考察すると、「疑問」の印象は、上下が相

反して両価的に感情表出をしている図形よりも、

左右が両価的である場合の方がより強い印象とし

て評価されることが明らかとなった。筆者らの先

行研究 [l 1 lょり、 同じく左右非対称の表情図形
は、表出者が 「疑問」や 「悩み」など、先行きが

不透明な葛藤状況にあるという印象を与えること

が確認されており、本実験においても同様の傾向

を支持する結果となった。

3.3.3. 弱々しさ

最後に 「弱々しさ」の印象では、「うれしさ」

に対する評定とほぼ逆の結果となり、基本図形

である NPが最も「弱々しい」感じとして、また

PSは最もその逆の印象として捉えられているこ

とが分かった。両価的な表情図形は総じて、基

本感情である PSとNPの間に位置する結果とな

ったが、図形 UPの表情は、他のものとは異なり

PSと同程度に 「強い感じ」の印象として捉えら

れていることが明らかとなった。先行研究 [lll 

の結果から、「弱々 しさ」の印象は上下半分を組

み合わせた図形と関連すると推測していたが、本

実験では、顔の部位と 「弱々しさ」の印象の関連

性については、明確な傾向が見出せなかった。

4. 実験2:音楽表情とのマッチング

4.1. 目的

顔と同様に、音楽も感情を伝達する代表的な

メディアの 1つして挙げられる ll6l。感情表出

に関連したサウン ドメディアとしては、第一に

音声が挙げられるが、例えば、映画やTVにおい

てBGMや効果音と して音楽が用いられるように、

音楽による感情表現は、音声による感情表現をよ

り抽象化、強調化したものとして位置づけること

ができる [171,[18]。

本実験では、音楽における感情表現の要素と し

て、種々の構成要素の中から、 和音（特に三和音）

について焦点を当てる。長調の和音が 「明るい」
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や 「うれしい」感じの印象として、また、短調の

和音が 「暗い」や 「悲しい」感じの印象として捉

えられることは、経験的にもよく知られることで

あり、その事実は数多くの先行研究によっても支

持されている [19|。また、増和音や減和音は 「疑

問」や 「悩み」といった感情を生起させることが

先行研究から指摘されており [20],[211.[22]、こ

れらは感惰価の葛藤モデルの観点に屋づけば、両

価的な状態に相当する可能性も考えられる。そこ

で本実験では、 和音における以上の感惜表出の印

象が、顔による感情表出の印象と合致するかどう

かについて検証することを目的とする。

4.2. 方法

4.2.1. 実験参加者

感性情報学関連の講義を受講する大学生および

大学院生 14名（男性 11名、女性 3名、平均年

齢22.57歳、標準偏差0.76歳、全員右利き）。また、

特別な音楽的訓練の経験がないこと、特に、実験

で用いる音の系列から和音名（例 ：C、Amなど）

を推定することができない者を参加者の対象とし

た。

4.2.2. 実験刺激

実験に用いた顔の表情刺激は、基木的に実験 l

と同様の手順によって作成したが、以下の変更

点を加えた。まず、表情の判断タスクにおけるデ

フォル ト刺激と して、中立的な無表情刺激 (NT)

を追加した（図 4a)。次に、「短調」の和音はネ

ガティブな感情の中でもより活動性の低い 「悲し

み」や 「憂うつ」などの印象と関連していること

が知られている ことから l19|、実験 lで用いた
ネガティブな感情の基本図形に対する活動性の印

象を低下させるために、口の形は保持したまま、

届の形を U字型からハの字型へと変更した（図

4c)。この変更は、「口の傾斜性」は快ー不快次

元との相関が高いのに対して、 「眉 ・目の傾斜性」

は活動性次元との相関が高いとする先行研究の知

見に基づいて行っている l23]。したがって、以

上の操作による基本図形のネガティブ性に関する

印象の変化は小さいと推測されることから、本研

究でポジティブな感情とネガティブな感情の両価

性を検討する限りにおいて、上記の変更に問題は

ないと判断した。さらに実験 1において、両仙

的な表情刺激として、 明確な傾向が見いだされな
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かった上下を組合わせた表情図形 2種を省き（図

le, f)、左右が非対称的なもの 2種に限定した（図

4d, e)。

次に、音刺激として、以下の表 lに示す 10種

の和音を用いた。刺激は MlD]のグラン ドピアノ

音で作成し、それを wave形式（サンプリング周

波数 44,lOOHz、量子化 16bit、モノラル形式）

へと変換した。音による感情表現において、ピッ

チの高低は感情価の判断に影懇を与えることが明

らかにされていることから I19|、転同形に関わ
らず最下音を C4で統一し、さらにソプラノ音を

追加で C5と固定することで統制を行った。参加

者が日常生活において聴ぎ慣れた音色で提示する

という必要性からグランドピアノ音を選択した

が、音色がグラン ドピアノ音であるという理由か

ら、 4晋全てを同時に提示するとすぐに音が減衰

してしまい、各和音がもつ独特の印象を保持しに

くい。 したがって、和音刺激は図 5に示す譜例

の形式で系列的に提ポした。

(a) （b} （C) （d) （e) 

＠ 臼り◎c 
NT 腔 NG 紐 AN 

NT．．．中立的な無表清図形
PS．．基本図形1（ポジティブ）
NG．．基本図形2（ネガテイプ）
AP.．．顔の左側半分がポジティブ（右側半分がネガティプ）
AN．．顔の右側半分がポジティブ（左側半分がネガティブ）

図4実験2で用いた表情図形

表 1．実験 2で用いた和音種

和音種 転回形 構成音 和音名

長三和音 基本形 CEGC C 

長三和音 第一転回形 CD#G#C G# 

長三和音 第二転回形 CFAC F 

短三和音 基本形 CD#GC Cm 

短三和音 第一転回形 CEAC Am 

短三和音 第二転回形 CFG#C Fm 

減三和音 基本形 CD#F#C Cd1m 

減三和音 第一転回形 CD#AC D#d1m 

減三和音 第二転回形 CF#AC F# dim 

増三和音 墓本形 CEF#C C aug 

4.2.3. 実験装置

刺激提示および反応取得のために PC(DELL 

社製、DIMENSION9150)を用いた。視覚刺激

の提示には 17インチの液晶ディスプレイを用い、

聴覚刺激の提示にはヘッ ドフォン (Audio-Teq n ica 

社製、 ATHWlOOO)を用いた。また刺激提示の

自動制御のために、専用ソフ トウェア (Cedrus

社製、 SuperLab)を用いた。

J = 120 

', 
、 •

e 

―――
-

l

 

図5.和音剌激の譜例

4.2.4. 手続き

シェッフェの一対比較法を用いて、顔図形と和

音おける印象の合致（マッチング）の程度を測定

した。実験参加者の課題は、画面上に提示された

二つの表情図形について、再生された和音とより

印象が合致するのはどちらかについて 6段階 (1

と6:非常にこちら、 2と5:こちら、 3と4:

ややこちら）で評定することであった。顔図形の

組合せ (4ら＝ 6通り） X和音 (10種）の全60

通りについて、合致度の評定を求めた。各課題で

は、まず、ニュートラルな顔図形が3.000msの間、

横に対提示される。その後、両図形は表出強度を

3段階で線形的に変化させた中間図形を経て（各

段階は lOOms)、最終的に図 4のbから eのい

ずれかの表情図形を提示し、それとともに和音刺

激を提示した。また提示位置に対する視野の効果

が相殺されるように、各表情図形は左右にランダ

ムに提示した。和音と最終的な顔表情図形の提示

時間は4,000msであり 、その後、実験参加者は、

再生された和音の印象により合致するのはどちら

の頻図形であるのかについて判断課題を行った。

本実験において表情図形を動的な提示としたの

は以下の理由による。上述したように、本実験で

は再生された和音がどちらの表情図形の印象に合

致するかを判断することが課題であり、そのため

には参加者は和音刺激を聴取する前に表情図形の

表情を認識する必要がある。表情図形が静止画で

提示される場合では、和音剌激の再生タイミング

に対する予測が困難であると判断し、和音刺激に

対して注意を向けやすいように一種の予測キュー

として表情図形の動的提示を行った。また先行研

究より、表情は静止画による提示よりも動画によ

る提示の方が認知しやすいという結果が得られて

いることから [241、対提示による判断課題とし

てより容易であるという第二の理由も含め、動的

な提示方法を選択した。
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実験に先吃って、実験参加者には、提示される

頗図形を示し、聴取する和音の印象が、どちらの

頻図形の表情に合致しているかについて判断する

よう教示を行った。その後、実験で聴取する 10

種の和音の雰囲気を感じ取ってもらうために、そ

れらの和音をメディアプレイヤー (Microsoft社

製 WindowsMedia Player)でランダムに再生し、

3、4同繰り返して聴取してもらった。

4.3. 結果と考察

各和音と顔表情図形の印象の合致度に閲する評

定の平均値を図 6に示す。各和音ごとに分散分

析を行った。長三和音では、転回形に関わらず主

効果がそれぞれで有意であり（J=上本形 ：F(3.39) 
= 100.4 5, p <.0 l;第一転回形 ：F(3.39) = 6.99. 

p <.0]，第二転回形 ：F(3.39) = 80.38, p <.01)、
さらに第二転同形では、主効果x個人の交互作用、

および組合せ効果がそれぞれ有意であった（順

しこ、 F(39, 39) = 1.73, p < .05: F(3. 39) = 6.49. p < 
01)。

次に短三和音では、第一転回形、第二転回形

において主効果が有意であったが（第一転回形 ：

F(3. 39) = 577. p <.01;第二転回形 ：F(3.39) = 

5.45, p <.01)、枯本形においては有意でなかっ

た (F(3.39) = 1.90, n.s)。また第一転回形では、
主効県 X個人の交互作用、および組合せ効果がそ

れぞれ有意であった（順に、 F(39.39) = 5.42. p 
<.0 l; F(3. 39) = 2.80, p <.05)。
減三和音では、転回形に関わらず主効果がそれ

ぞれで有意であり（基本形 ：F(3.39) = 15.52, p 

<.01，第一転回形 ：F(3.39) = 25.09. p <.01;第

二転回形 ：F(3,39) = 30.39. p <.0 I)、さらに基

本形では主効果x個人の交互作用が、第一転回
形では組合せ効果がそれぞれ有怠であった（順

しこ、 F(3. 39) = 3.09. p < .05: F(39, 39) = 2.25, p < 
.01)。

最後に増三和音では、主効果および主効果x個

人の交互作用がともに有意であった（順に、 F(3.

39) = 2 1.4 5, p <.01; F(3. 39) = 3.09, p <.01)。

次に、それぞれの和音種ごとに、各表情図形に

対する評定平均値の信頼区間（ヤードスティック

のY)を算出し、評定間の有意差の検定を行った。

結果を図 6に示す。なお図表において検定結果

が示されていない組合せについては、全て有意な

差がみとめられなかった。以下では、表情図形と

の合致度について、和音種ごとに検討していく 。

(a)長三和音
’ ’ ． 基本形 •口 0

-～ ； と と ら g 
と゚ こ～ 

゜
と

,＇ , 
＇田・＇ ●, 

第一転回形 ... ト，＇ と t ゜ ご こ 入 らoa と

I ＋ '， ， 

• Be ． 
第二転回形 と入 念 t g : こ ~ 入 5 

(b)短三和音

E遍e • ， 基本形
ピ と

゜゜
: 忌 !" ～ かこ

゜
N co 

＊・
9 9 

9 9 

,e,日・
＇ 第一転回形 .... 入， 

念 t g : こ 入》 i,, 

＋ 

●0 ロ ，■, 
＇ 第二転回形 と... と と g : 

゜゚
~ ～ .... o, 09 と

(c)版三和音
J l , 

●,  •• 口〇 • 基本形 ,:. と

゜
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, •, 
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,

6
,a
 

• o，口 9
ぢ:こ

-,6 

,＇， 
●, ． 釦

第二転回形 と... ら

゜ ゜ ゜ トし .... ら

゜＾ 
oo O’’ 

゜
こ

(d)増三和音 ，． 
J ' ， ． •. 0.  ロ

基本形
も 2 
゜゜
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゜

図6.各和音に対する顔図形の合致度

4.3.1. 長三和音

長三和音では、転回形に関わらず、枯本感情で

ある快表情の図形 PSとの印象が合致していると

いう結果となった（図 6a)。また PSだけが、 他

の 3表情と比較して大きな値を示していること

から、長三和音と図形 PSの印象はよく合致して

いることを示している。

また基本形と第一転回形では、図形 APとNG

の間にも有意な差およびその傾向が確認された。

これは、図形 APがNGに比較して，相対的によ

り長三和音がもつ印象に合致していることを示し

ており、これは実験 lにおいて、左半分が快で

ある図形 LPがNPや RPよりも「うれしい感じ」

として評定された結果とも整合i'l勺である。
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さらに第一転回形は、拮本形と第二転回形と比

較して、 相対的に小さな値を示している点にも注

目したい。長三和音の第一転回形が他の二形に比

較して、ポジティブな感情価が低い値を示す点

については、筆者らの先行研究から予測されて

おり、また実験的な検証からも確認されている

[21|」221。本実験においても、同様の傾向を支持
する結果となった。

4.3.2. 短三和音

短二和音では、基本形では顔表情の図形間にお

いて合致度に差がないという結果となった。しか

しながら、第一転回形と第二転回形では、不快の

感情価を示す NGと、快の感情価を示す PSおよ

びAPとの間に合致度において有意差が見られ、

さらに第二転回形では、やや不快な感情価を示す

ANとの間においても合致度に差がある傾向が確

認できた（図 6b)。以上の結果より、短三和音の

もつ印象は NGと合致しているとみなされる傾向

にあることを示唆している。

評定平均値の結果では、短二和音のもつ印象は

一員して図形NGと合致していることを示唆して

いるが、他の和音種と比較して全休的に各顔図形

との合致度の値が小さかったこと、また特に図形

ANとの差が明確でなかったことなどから、短三

和音のもつ印象に対して、図形 NGの示す感情価

の表現が、はっきりとした優位性を示すほどには、

|—分でなかった可能性も考えられる 。

4.3.3. 減三和音および増三和音

減三和音と増三和音は全体的によく似た傾向を

示した。まずどちらの和音においても、図形 PS

は他の表情図形と比較して合致していないという

結果となった（図 6c,d)。次に、非対称的な表情

図形である ANとAPが合致度において総じて大

きな値を示しており、減三和音の第一転回形と増

三和音の星本形では、図形 ANとNGとの間に有

意差が見られた。このことは、減二和畠や増二和

音がもつ印象は非対称的な表情との親和性が高い

ことを示しており、また両価的な感情表出に関連

することを示している。

さらに増三和音では、図形 ANとAPの間にも

有意差が見られ、 ANが大きな値を示したことか

ら、増三和音がもつ印象は、特に図形ANがもつ

印象と合致していることが明らかとなった。これ
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は実験 lにおいて、右半分が快である RPがLP

に比べて、より 「疑問に思っている」感じとして、

また反対に LPがRPに比べて、より「うれしい

感じ」として評価されていた結果とも整合的であ

る。以上の点から、図形ANが最も両価的な感情

価を表わしていると考えるならば、増三和音は和

立種の中で最も両価的な印象を有する和音である

と推測することができる。

5. 総合考察

実験 lでは、快 ・不快の表情図形の組み合わ

せから両価的な表情図形を構成し、感情表出にお

ける両価性とその印象評価の関連性について明ら

かにした。その結果、両価的な顧表情の図形は、

「うれしさ」の次元ではポジティブとネガティブ

の間に位置することが分かり、またそれぞれの図

形は、知覚されている「うれしさ」の程度が異な

っていることも明らかとなった。特に明確な傾向

が示されたものとしては、左右非対称の表情図形

が挙げられる。まず、額の左側（観察者からは右

側）が快表情を示す図形は、不快を示す凶形に比

較して、より 「うれしそう」な印象として評価さ

れ、反対に左側が不快を示す図形は、快を示す図

形に比較して、より 「疑問的な感じ」の印象とし

て評価されていることが明らかとなった。

左右という表出位菌の違いが、感情価の知覚の

程度に影響を与えることは、それ自体が興味深い

事実である。この点については先行研究が明らか

にしてきたように、大脳半球における機能的非対

称性（ラテラリティ）が関連すると思われる。両

価的な感情を表出する事態では、より優位な感情

価のものは右半球経由で顔の左側に、劣位な感情

価のものは左半球経由で顔の右側に表出されてい

る結果が、観察者の反応として反映されている可

能性が考えられる。例えば、図 lのLPとRPは

ともに「疑問」に感じ、心の葛藤を表出している

のではあるが、 LPは顔の左側における快感情の

表出によってより楽観的な、 RPは不快感情の表

出によってより悲観的な感情を表出していると考

えられる。

次に、実験 2では、顔の表情図形のもつ感情

価の印象と和音がもつ感情価の印象との関連性に

ついて検討した。その結果、長三和音は単一の感

情価である「うれしさ」の頻表情医形と、増三和

音は両価的な感情価である 「疑問」の顔表情図形



と印象が合致していることが明らかとなった。同

様に、短三和畜は単一の感情価である 「不快」や

「悲しみ」の頻表情図形と印象が合致している傾

向が示唆され、また減三和音の感情価は、増三和

音と短三和音の印象との間の中間的な印象である

ことが示唆された。それぞれの和音種における特

定の音磐的性質が、なぜある特定の感情価として

知覚されるのかについては未だ明らかではない

が、本実験の結果から、顔による感情表出と音楽

による感情表出との間の対応関係を部分的に明ら

かにすることができた。得られた結果から、両者

の関連性についての考察と推測を整理すると、以

下の表として表すことができる（表 2)。

表2.顔と音楽における感情表現の関連性

ポジティブ
アンビバレント

ネガティブ（両価的）

感情価 0-- o~ C± 〇+----I (, alcn匹）

顔 臼 〇c口
和音 匹 叩 F岡""[

長三和音 増三和音 減三和音 短三和音

感情表現 喜び，9喜しさ
疑問，葛藤，

悲しみ，憂鬱
不安，悩み

※〇 生体 □誘発刺激 ＋ ポジティプな感惰価ー ネガティブな感惰価
ポジティブな感憎価に基づいた接近行動

・・・・ ネガティプな感惰価に某づいt.—回祖行動

最後に本研究の限界を述べる。まず実験 lで

は静止画を用いたのに対し、実験 2ではニュー

トラルな表情からスタートする動画を用いたこと

から、実験 2で得られた結果について、厳密に

は表情変化の要因を排除することはできない。実

験 2の表情図形を用いた実験 lと同様の手続き

による追試によって、同様の結果が得られるか確

認する必要がある。

また、本節では両価的な感情表出おける表出プ

ロセスのメカニズムについて論じたが、これはあ

くまで先行研究の結果から推測されるメカニズム

の可能性について論じているものであり、観察者

の知覚傾刷を示す本研究の結果のみから、本来、

表出傾向について論じることはできない。今後

は、両価的な感情の表出メカニズムや表出一知覚

ルールを明らかとなるように、さらなる研究が望

まれる。

―-87-

11本舶学会，誌，｝L巻ナj

6. おわりに

本研究では、両価的な感情表出に対する印象評

価について検討を行った。まず頻表情において、

両価的な感情表出は、単一の品本感情と異なる印

象と して知覚されていることが明らかとなった。

次に、頻による感情表出の印象とサウン ドによる

感情表出の印象のマッチングについて検討した結

果、長二和音は感清価がポジティブな表情図形、

短三和音は感情価がネガティブな表情図形、増＝

和音は両価的な表情凶形とそれぞれ関連している

ことが示唆され、また減三和音は両価的なおよび

ネガティブな感情価をもつ表情図形との関連性が

示唆された。今後は、 実験 1,2から示された傾

向について、追試を行うことでより詳細な検討を

行うとともに、本研究で実施した実験課題と同様

の課題を用いて脳機能計測を実施し、両価的な感

情表出の知覚に関与する神経基盤について検討し

たいと考えている。
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英文要旨

In this paper, we investigated the relevance of ambivalent expressions of emotion and the evaluation of the 

impressions obtained from these expressions. We conducted two studies for this purpose: In study 1, we created 

two pictures of basic faces that express each affective valence (pleasure-unpleasure) and divided them each into 

the left and right halves, and the top and bottom halves. Then, we created another set of four faces expressing 

ambivalent emotions by combining each of these four halves. Participants rated these six pictures on certain 

qualitative parameters ("happy," "interrogative," or "weak") by using the paired comparison method. As a 

result, the faces with the combined expressions were evaluated as moderately "happy" and more "interrogative," 

while the face with the positive expression was evaluated as the most "happy" and "uninterrogative" and that 

with the negative expression as the most "unhappy." These results suggest that combined figures, especially 

left-right asymmetrical figures, express ambivalent emotions. In study 2, we focused on sound as a type of 

medium for expressing emotion, and investigated the correspondence between the emotions expressed through 

facial expressions and those expressed through sound. Four types of chords (major, minor, diminished, and 

augmented) were used as the sound stimuli. As a result, the major chord was evaluated as the closest match 

with the happy face, and the augmented chord, with the interrogative face. Moreover, the minor chord was 

shown to correspond with the sad face, and the diminished chord was corresponded with an intermediate point 

between the augmented and minor chords. These results suggest that the augmented and diminished chords 

are related to ambivalent emotion 
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